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132－令和６年度森林及び林業の動向 

(山村地域のコミュニティの活性化) 
山村地域の人口が減少し、周辺集落の里山林の手入れが滞る中、集落の維持・活性化を

図るためには、里山林の整備と併せて地域住民や地域外関係者による協働活動を通じたコ
ミュニティの活性化が必要である。また、地域資源の活用により山村地域やその住民と継
続的かつ多様な形で関わる「関係人口」の拡大につながることが期待されている。

このため、林野庁では、山村の生活の身近にある里山林の継続的な保全管理、利用等の
協働活動の取組を支援している(事例Ⅱ－６)。さらに、地域の新たな支え手を確保できる
よう、特定地域づくり事業協同組合72等の枠組みの活用を推進するとともに、林業高校や
林業大学校への就学、「緑の雇用」事業によるトライアル雇用等を契機とした移住・定住
の促進を図っている。 

このほか、人口の減少、高齢化の進行等により農用地の荒廃が進む農山漁村における農
用地の保全等を図るため、「農山漁村の活性化のための定住等及び地域間交流の促進に関

72 地域人口の急減に直面している地域において、農林水産業、商工業等の地域産業の担い手を確保するための特定地域
づくり事業を行う事業協同組合。特定地域づくり事業とは、マルチワーカー(季節ごとの労働需要等に応じて複数の
事業者の事業に従事する者)に係る労働者派遣事業等をいう。 

事例Ⅱ－５ 地域資源を活用した特産品の開発による付加価値向上
に向けた取組 
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市は、令和４(2022)年から、市内の竹を活用することにより、放置竹林を解
消し、地域の環境・景観を改善することで、まちづくり活動の活性化や地域経済の循環を
目指す「オクオカ注竹プロジェクト」事業に取り組んでおり、岡崎市内の森林組合、農業
協同組合(JA)、商工会、畜産生産者、まちづくり協議会等の様々な団体等が参画した「オ
クオカ竹資源活用協議会」を組織して活動を推進している。

同プロジェクトで最初に力を入れて開発された「岡崎竹千代ポーク」は、竹炭パウダー
を添加した餌で育ったブランド豚で、市内の精肉店や飲食店で販売・提供されている。こ
のほか、同プロジェクトでは、たけのこの加工食品、竹炭の土壌改良材、竹炭を使ったイ
ンテリア等の商品も開発・販売している。

これらの活動は、荒廃した竹林を整備しながら竹の新たな価値を生み出すことで、国土
保全や地域経済への貢献にもつながる取組となっている。 

注：「岡崎市の奥座敷」という意味を込めた、岡崎市内の緑豊かな山々に囲まれた中山間地域を指す愛称。 

竹林整備の様子 かぐや姫「輝」 
(たけのこの加工食品) 

(写真提供：岡崎市) 

竹炭の土壌改良材 
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する法律」に基づく農用地の保全等に関する事業において放牧等の粗放的利用や鳥獣緩衝
帯の整備、林地化に取り組むことができることとされている。林地化に当たっては農地転
用手続の迅速化が措置されていることから、山際など条件が悪く維持管理が困難な荒廃農
地を林地化して管理・活用する取組が進められている。また、林野庁では、令和５
(2023)年に市町村の担当者等が検討・調整を進めるための参考として「荒廃農地におけ
る植林 優良な取組事例集」を公表した。 

(多様な森林空間利用に向けた「森林サービス産業」の創出) 
森林空間の利用については、心身の健康づくりのための

散策やウォーキングのほか、スポーツ、文化、教育等の分
野での活用にも一定のニーズがある(資料Ⅱ－33)。近年、
人々のライフスタイルや社会情勢が変化する中で、森林環
境教育やレクリエーションの場に加え、心と体の健康づく
りの場、社員教育やチームビルディングの場等として森林
空間を利用しようとする動きもある。また、新型コロナウ

森林サービス産業の
創出・推進 

https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson
/kassei/sangyou.html 
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市の山村地域では、森林所有者の不在村化、地域住民の高齢化により、生活
に必要な薪やしいたけ栽培の原木を提供してきた里山林の管理が滞り、荒廃が進んでい
る。そうした中、東日本大震災のボランティア活動をきっかけとした移住者と、地元の森
林所有者が令和元(2019)年に結成した「となりの杜」は、手入れが行き届いていない里山
林における下刈りや枯損木の除去、除伐などの整備や、森林資源の活用に取り組んでい
る。 

里山林の整備により伐採した広葉樹は、地元の観光会社と連携し、薪として近隣のキャ
ンプ場で販売するほか、木皿やコースター、カッティングボード、まな板などの木製品に
加工している。木製品はSNSで情報発信をしながら地元のイベントで販売し、一定の収益
も得られている。また、里山林の保全活動を通じ、森を楽しめる環境づくりも進めてお
り、地域住民向けの森遊びイベント等を実施して、地域の活性化に貢献している。 

今後は、深刻なナラ枯れ被害やシカによる下層植生の食害に対応しながら、豊かな森林
づくりに取り組むとともに、引き続き、市と連携した継続的な活動状況の発信による地域
住民への働き掛けを行い、活動の賛同者を増やし、活動区域を広げることとしている。 

事例Ⅱ－６ 移住者と地元森林所有者が協働で取り組む広葉樹林の
利活用 

里山林での協働活動の様子 

(写真提供：となりの杜) 

薪利用される伐倒木 木製品を販売する様子 
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